
 

 

公立高等学校入学者選抜学力検査問題等を活用し、児童生徒の学力や学習状況など、エビデンスに
基づく小中高を一体的に捉えた学力向上の取組を推進していくことが大切です。 

○ 公立高等学校入学者選抜学力検査問題を活用した授業改善 

公立高等学校入学者選抜学力検査問題は、全国学力・学習状況調査の結果等を参考に、子どもた
ちの学習の状況等をみることができるよう作成しています。また、義務教育段階での課題を反映し
たものとなるよう出題内容を工夫しています。 

このことを踏まえ、中学校においては、学力検査問題やその分析結果を授業改善や定期テスト等
の工夫・改善の参考とすることが考えられます。また、小学校においても、中学校や高等学校の指導
を踏まえて授業改善を行うことが考えられます。なお、高等学校においては入学予定者の解答状況

を分析することで、中学校までに身に付いている資質・能力などを把握して入学後の学習指導に活
用することができます。 

 
道教委では、「入学者選抜状況報告書」（８月公表済み）の「学力検査問題の分析」のページにおいて、義務教育

段階の傾向や課題を踏まえた特徴的な問題についての解答状況等を掲載するとともに、課題等を踏まえた中学校
での授業実践例及び授業づくりのポイント並びに高等学校における指導の在り方について掲載しています。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 北海道高等学校「学習状況等調査」を活用した授業改善 

児童生徒の学習状況の分析については、これま
でも、小・中学校においては全国学力・学習状況調
査の児童生徒質問紙の結果を、高等学校において
は北海道高等学校「学習状況等調査」の結果に基づ

き行ってきました。昨年度からは、両者の質問が同
一となるよう、「学習状況等調査」を改訂し、小中
高で同一の質問項目を比較することが可能となり
ました。 

これらの調査の分析結果から、地域の小・中・高
等学校が連携して児童生徒の状況を分析し、地域

で共通する課題や各学校段階で育成を目指す資
質・能力を共有するなどして、小中高 12 年間の連
続性を意識した授業改善に取り組むことが考えら
れます。 

〇 公立高等学校入学者選抜学力検査等を踏まえた授業改善 

※ 12 ページから 21 ページまでは、「令和５年（2023 年）３月実施 公立高等学校入学者選抜状況報告書」から抜粋し、再構成した内容で

す。同報告書は、学力向上推進課のウェブページ（https://www.dokyoi.pref.hokkaido.lg.jp/hk/gks/koukounyuusenn.html）に掲載してい

ます。 
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(3) 中学校における今後

の授業の在り方 
学力検査問題の分析

結果と関連付けた、中
学校における授業実践
例や授業づくりのポイ
ントを示しています。 

(4) 高等学校における指
導の在り方 
中学校における授業

改善を踏まえた、高等
学校における指導の在
り方を示しています。 

(1) 領域別正答率 

指導領域ごとの平均
正答率や教科全体の平
均正答率を示していま
す。 

(2) 義務教育段階の傾向
や課題 
学力検査問題の中か

ら、課題を踏まえた特
徴的な問題について、
出題のねらいや解答の
状況と分析を示してい
ます。 
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(1) 領域別正答率 

指導領域 知識及び技能 
話すこと・ 

聞くこと 
書くこと 読むこと 全体 

平均正答率 72.0％ 66.1％ 38.1％ 46.4％ 58.0％ 

 

(2) 義務教育段階の傾向や課題 

義務教育段階における学力調査等から、北海道の中学生には、文章に表れているものの見

方や考え方を捉え、自分の考えを形成することに課題がみられる。 

 
 

国語 
「入学者選抜状況報告書」から一部抜粋し再構成 
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(3) 中学校における今後の授業の在り方 

  ○ 授業実践例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業づくりのポイント 

  この単元では、文章の構成や論理の展開を捉え（学習活動③④）、文章の精査・解釈に

より理解したことや考えたことを他者と共有する（学習活動⑤⑥）ことで自分の考えを広

げたり深めたりする活動を行った。このように、文章を読んで理解したことや考えたこと

を知識や経験と結び付け、自分の考えを広げたり深めたりすることができるような学習活

動の一層の充実が求められる。 

 

(4) 高等学校における指導の在り方 

高等学校では、「現代の国語」や「言語文化」において、叙述を基に、構成や展開、内容を

理解し（構造と内容の把握）、書き手の意図、作品や文章に表れているものの見方、感じ方、

考え方を捉え、内容を解釈する（精査・解釈）こと、さらに自分の考えを形成し、探究するこ

とを通して自分の考えを広げたり深めたりすることが求められる。例えば、複数の文章や図

表等を伴う文章を読み、理解したことや解釈したことをまとめて発表したり、他の形式の文

章に書き換えたりするなど、自分の考えを広げたり深めたりしていくような学習活動の一層

の充実が求められる。 
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(1) 領域別正答率 

指導領域 数と式 図形 関数 データの活用 全体 

平均正答率 59.0％ 34.7％ 31.7％ 44.9％ 46.6％ 

 

(2) 義務教育段階の傾向や課題 

義務教育段階における学力調査等から、北海道の中学生には、目的に応じて式を変形した

り、その意味を読み取ったりして、事柄が成り立つ理由を説明することに課題がみられる。 

 
  

 

 

数学 
「入学者選抜状況報告書」から一部抜粋し再構成 
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(3) 中学校における今後の授業の在り方 

○ 授業実践例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業づくりのポイント 

この単元では、与えられた事柄や予想した事柄が成り立つかどうかを、具体例を挙げて

調べる活動を通して、結論が成り立つための前提を捉え、見いだした事柄を数学的に表現

できるような学習場面を設定した。このように、一旦解決された問題の説明を振り返り、

見いだした事柄を拡張して考えさせる活動を通して、解決の過程や結果を振り返って統合

的・発展的に考察する力を身に付けさせる学習活動の一層の充実が求められる。 

 

(4) 高等学校における指導の在り方 
高等学校では、式を、目的に応じて一つの文字に着目して整理したり、一つの文字に置き

換えたりするなどして既に学習した計算の方法と関連付けて、多面的に捉えたり、目的に応
じて適切に変形したりする力を培うことが求められる。指導に当たっては、振り返ることに
よる新たな問題の発見を生徒に促すことが大切である。その際、「得られた結果から他に分
かることがないかを考えること」、「問題解決の過程を振り返り、本質的な条件を見いだし、  
それ以外の条件を変えること」などの新しい知識を得る視点を明確にしつつ、さらなる活動
を促すことも大切である。 
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(1) 領域別正答率 

指導領域 地理的分野 
歴史的分野 

公民的分野 全体 
古代まで、中世、近世 近代、現代 

平均正答率 52.4％ 
32.6％ 

34.7％ 38.1％ 
26.6％ 39.7％ 

 

(2) 義務教育段階の傾向や課題 

義務教育段階における学力調査等から、北海道の中学生には、文章と図表を結び付けて必

要な情報を見付けることや、文章に表れている見方や考え方を捉えることに課題がみられる。

 
 

 

 

社会 
「入学者選抜状況報告書」から一部抜粋し再構成 
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(3) 中学校における今後の授業の在り方 

○ 授業実践例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業づくりのポイント 

この単元では、財政及び租税の役割等について、諸資料から様々な情報を効果的に調べ、

まとめたことを説明したり、それらを基に議論したりする活動を行った。このように、生

徒が、様々な社会的事象の関連や本質、意義を捉え、考え、説明したり、現代社会の諸課

題の解決に向けて構想したりする際、現代社会の見方・考え方を働かせることによって、

その解釈をより的確なものとしたり、課題解決の在り方をより公正に判断したりすること

ができるような、学習活動の一層の充実が求められる。 

 

(4) 高等学校における指導の在り方 
高等学校では、公民科において、社会的な見方・考え方を働かせ、現代の諸課題を追究し

たり解決したりする活動を通して、事実を基に概念などを活用して多面的・多角的に考察し
たり、解決に向けて公正に判断したりする力や、合意形成や社会参画を視野に入れながら構
想したことを議論する力を養うことが求められる。 

また、特に必履修科目である「公共」においては、①現代の諸課題を捉え考察し、選択・判
断するための手掛かりとなる概念や理論について理解するとともに、諸資料から、倫理的主
体などとして活動するために必要となる情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付
けること、②現実社会の諸課題の解決に向けて、選択・判断の手掛かりとなる考え方や公共
的な空間における基本的原理を活用して、事実を基に多面的・多角的に考察し公正に判断す
る力や、合意形成や社会参画を視野に入れながら構想したことを議論する力を養うことが求
められる。 
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(1) 領域別正答率 

指導領域 
エネルギー 

（物理的領域） 

粒 子 

（化学的領域） 

生 命 

（生物的領域） 

地 球 

（地学的領域） 
全体 

平均正答率 29.4％ 31.3％ 43.7％ 37.0％ 35.3％ 

 

(2) 義務教育段階の傾向や課題 

義務教育段階における学力調査等から、北海道の中学生には、観察、実験の結果を分析し

て解釈し、課題に正対した考察を行うことに課題がみられる。 

 
 

 

理科 
「入学者選抜状況報告書」から一部抜粋し再構成 
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(3) 中学校における今後の授業の在り方 

  ○ 授業実践例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業づくりのポイント 

  この単元では、ヒトの呼吸及び血液循環についての観察、実験などを行い、ヒトの体の

つくりと働きの観察、実験の結果などと血液による物質の運搬、不要な物質の排出といっ

た物質の移動を関連付けて理解させる学習活動を設定した。このように、肺のつくりとヘ

モグロビンの働きについてモデル実験や動画教材を活用して理解させ、それぞれを関連付

けて、ヒトの呼吸及び血液循環について総合的に理解し表現させるような、学習活動の一

層の充実が求められる。 

 

(4) 高等学校における指導の在り方 

高等学校では、ヒトの体の調節について、観察、実験などを通して探究し、話合いやレポ

ートの作成、発表を適宜行い、特徴を見いだして表現する力を育成する学習活動の一層の充

実が求められる。例えば、踏み台昇降運動の前後で心拍数を測定する実験などを行い、中学

校で学んだ呼吸や血液循環などのヒトの体の調節が、神経系と内分泌系によって調節されて

いることと関連付けて指導することが考えられる。 
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(1) 領域別正答率 

指導領域 聞くこと 読むこと 
話すこと 

（[やり取り]及び[発表]） 
書くこと 全体 

平均正答率 56.7％ 40.7％ － 41.2％ 49.1％ 

 

(2) 義務教育段階の傾向や課題 

義務教育段階における学力調査等から、北海道の中学生には、短い文章の概要や要点を捉

えることや、基本的な語や文法事項等を活用することに課題がみられる。 

 
  

 

 

英語 
「入学者選抜状況報告書」から一部抜粋し再構成 
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(3) 中学校における今後の授業の在り方 

○ 授業実践例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 授業づくりのポイント 

この単元では、自分の町にやって来る留学生の自己紹介を聞いて、一緒に行きたい場所

についてメールで伝える活動を設定した。このような学習活動を通して、英語を聞いて得

られた情報を基に、自分の考えを書いて伝える力を身に付けさせるような学習活動の一層

の充実が求められる。 

 

(4) 高等学校における指導の在り方 

高等学校では、統合的な言語活動の中で、聞いたり読んだりして得られた情報や表現を整

理・吟味し、どの情報を取り上げるのか、また、どの表現が話したり書いたりする上で活用

できるかについて考えさせるとともに、自らの情報や考えについて、相手の状況や場面に応

じた適切な表現形式などに留意して発信する力を育成する学習活動の一層の充実が求められ

る。 
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